
二
の
鳥
居

三輪山会館 能楽堂
 Miwayama-Kaikan
 NOH THEATER

大
鳥
居

至 桜井

至 奈良

万直し
本店

栄すし

南酒
本舗

白玉屋

JR
三
輪
駅

明神踏切

改
札

Ｊ
Ｒ
万
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ま
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ば
線

日
本
全
国 

能
楽
キ
ャ
ラ
バ
ン
！

会場  三輪山会館
能楽堂

文化庁 大規模かつ質の高い
文化芸術活動を核とした
アートキャラバン事業

﹇
２
日
目
﹈

令
和
３
年  

11 

月 

25 

日（
木
）
14
時
開
演

講  

演　

田
中
利
典
（
総
本
山
金
峯
山
寺 

長
臈
）

舞
囃
子
「
葛 

城 

大
和
舞
」　
櫻
間
右
陣

狂  

言
「
腰 

祈
」　
野
村
又
三
郎

能　

 　
「
国 

栖
」　
辰
已
満
次
郎

﹇
１
日
目
﹈

令
和
３
年 

11 

月 

18 

日（
木
）
14
時
開
演

講  

演　

千
田 

稔
（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館 

館
長
）

舞
囃
子
「
龍 

田
」　
高
林
白
牛
口
二

狂  

言
「
仏 

師
」　
茂
山
忠
三
郎

能 　
　 

「
三 

山
」　
金
剛
龍
謹

奈
良
特
別
公
演

～
奈
良
か
ら
は
じ
ま
る
︑
能
楽
の
旅
～ ACCESS

［２日目］11 月 25 日（木）

狂　言「腰 折」野村又三郎
能　　　「國 栖」辰已満次郎

B

B

来館前の
検温実施

37.5℃以上の発熱、咳・咽頭
痛などの症状がある場合は
来館をお控えください

マスク着用
手洗い・手指消毒

場内における会話は
極力お控えください

■感染防止対策にご協力ください■ご観覧にあたって
・上演中の撮影・録音・録画は固くお断りいたします。
・上演中はアラーム及び携帯電話の電源はお切りください。
・未就学児のご入場はご遠慮いただいております。
・出演者は都合により変更させていただく場合がございます。
・当日は主催者による撮影をいたします。又、関係者・メディアの
　撮影が入る可能性がございます。客席を含む会場内の映像・写真
　が公開されることがありますので予めご了承ください。 ※ 館内での持ち込みの食事はご遠慮ください。

※ 今後の状況により、公演が中止又は延期となる場合があります。
※ 舞台進行、演出が常とは異なる場合があります。

【徒歩】 JR「三輪駅」徒歩約 5 分
【バス】近鉄大阪線「桜井駅」北口２番乗り場より「大神神社二の鳥居前」下車。

三輪山会館
奈良県桜井市三輪 1422 番地 / TEL  0744-42-6633

感染防止対策として、
座席の配置は市松模様型
とします。（収容率 50％）

■日程　令和３年 11 月 18 日（木）　開演 14 時（開場 13 時）
　　　　令和３年 11 月 25 日（木）　開演 14 時（開場 13 時）
■会場　三輪山会館 能楽堂
■文化振興協力金【全席指定】　A 席 3,000 円 / B 席 2,000 円
■チケットお申込
・カンフェティ　0120-240-540 （有人対応）[ 平日 10:00-18:00]
　　　　　　　　　  https://www.confetti-web.com
・本公演特設サイト　https://www.nohgaku.or.jp/nara_miwayama

※上記を過ぎてからのチケットのご購入については当日券になります。
※販売期間にかかわらず、チケットが売り切れ次第、販売を終了させて
　いただきますので予めご了承ください。
※お受取り・お支払い方法によって、別途手数料がかかる場合がございます。

■お手持ちのスマートフォン、タブレットに舞台上演に
　合わせた字幕解説が自動的に表示されます（日本語・能のみ）。
■事前にQ Rコードから「G・マーク」アプリ（無料）を
　ダウンロードしてください。
■当日ロビーでのご案内もいたします。
http://www.g-marcapp.com/

当公演は字幕解説 「能サポ」を
ご利用いただけます

※公演中は必ず機内モードにしてご利用ください。 
※周りのお客様へご迷惑にならないようご配慮ください。

主催　公益社団法人能楽協会　TEL 03-5925-3871　https://www.nohgaku.or.jp/
後援　奈良県、奈良市、桜井市

ご神体「三輪山」の尊厳な
る霊域を末永く護持し、将
来にわたる御神徳の発揚
を祈念して令和元年 11 月
に竣工。能楽各流派の上
演に供する本格的な造り
の能舞台です。
鏡板の「老松」は文化勲章
受章者・前田青邨画伯の
揮毫です。

前売りチケット販売期間  10 月 8 日（金）～ 11 月 16 日（火）

日本全国 能楽キャラバン！奈良特別公演【春日野公演】
能　　「三 輪 白式神神楽」観世銕之丞
狂言「寝音曲」大藏彌右衛門
能　 「野 守」金春穂高

日　程　12 月 22 日（水）開演 14 時
会　場　奈良春日野国際フォーラム 甍～ I・RA・KA ～ 能楽ホール
入場料　A 席 4,000 円 / B 席 3,000 円

講 演　籔内佐斗司 （奈良県立美術館 館長） 
ご
案
内

A



仏
　
師　

シ
テ　

茂
山
忠
三
郎　
　
　
　

ア
ド　

大
藏
彌
太
郎

後
見　

山
本　

善
之

狂
言
︵
大
蔵
流
︶

附
祝
言

龍
　
田　

 
 
 

高
林
白
牛
口
二

大
鼓　

河
村
眞
之
介　
　

太
鼓　

中
田　

弘
美

小
鼓　

後
藤
嘉
津
幸　
　

笛　
　

斉
藤　
　

敦

地
謡

高
林　

昌
司

高
林　

呻
二

長
島　
　

茂

友
枝　

真
也

舞
囃
子
︵
喜
多
流
︶

腰
　
祈　

シ
テ　

野
村
又
三
郎　
　
　
　

後
見　

藤
波　
　

徹

狂
言
︵
和
泉
流
︶

附
祝
言

【
三
輪
山
公
演 

１
日
目
】　 

11 

月 

18 

日（
木
）
14
時
開
演

【
三
輪
山
公
演 

２
日
目
】　 

11 

月 

25 

日（
木
）
14
時
開
演

講
演
「
秦
氏
の
足
跡
と
猿
楽
」　

 

　

　
　

 

奈
良
県
立
図
書
情
報
館 

館
長  

 

千
田　
　

稔

葛
　
城　

 
 
 

櫻
間　

右
陣

大
鼓　

石
井　

保
彦　
　

太
鼓　

三
島
元
太
郎

小
鼓　

林　
　

大
和　
　

笛　
　

左
鴻　

泰
弘

地
謡

植
松　
　

洋

長
谷
猪
一
郎

伊
藤　

眞
也

北
山　

春
彦

舞
囃
子
︵
金
春
流
︶

狂
言
﹁
腰
祈
﹂
こ
し
い
の
り

大
峰
山
・
葛
城
山
で
の
修
行
を
終
え
て
山
伏
︵
卿

ノ
殿
︶
は
︑
羽
黒
山
へ
の
帰
郷
の
途
中
で
久
し

ぶ
り
に
都
の
祖
父
の
も
と
を
訪
ね
る
︒
年
老
い

て
す
っ
か
り
腰
が
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
祖
父
を

見
た
山
伏
は
気
の
毒
に
思
い
︑
修
行
し
た
祈
祷

で
腰
を
元
の
よ
う
に
伸
ば
そ
う
と
呪
文
を
唱
え

る
が
︑
そ
の
効
き
目
や
い
か
に…

︒

能
﹁
三
山
﹂
み
つ
や
ま

融
通
念
仏
の
開
祖
・
良
忍
上
人
が
大
和
国
を
訪

れ
︑
名
所
で
あ
る
香
久
・
畝
傍
・
耳
成
の
﹁
三
山
﹂

へ
向
か
う
︒
す
る
と
一
人
の
女
が
現
れ
︑
昔
︑

畝
傍
の
桜
子
と
耳
成
の
桂
子
が
香
久
山
の
男
を

巡
っ
て
争
っ
た
話
を
し
︑
負
け
て
身
を
投
げ
た

桂
子
の
弔
い
を
頼
み
姿
を
消
す
︒
良
忍
聖
が
回

向
し
て
い
る
と
二
人
の
女
の
亡
霊
が
現
れ
︑
未

だ
争
い
の
様
を
見
せ
る
が
︑
念
仏
に
よ
っ
て
救

わ
れ
消
え
て
い
く
︒

狂
言
﹁
仏
師
﹂
ぶ
っ
し

持
仏
堂
を
建
立
し
た
田
舎
の
者
が
︑
ご
本
尊
を

仏
師
に
依
頼
し
よ
う
と
都
に
上
る
︒
そ
れ
に
目

を
つ
け
た
す
っ
ぱ
︵
詐
欺
師
︶
は
仏
師
に
な
り

す
ま
し
︑
明
日
に
は
仕
上
げ
ら
れ
る
な
ど
と
言

葉
巧
み
に
仕
事
を
引
き
受
け
る
︒
翌
日
︑
田
舎

の
者
が
約
束
の
時
間
に
指
定
さ
れ
た
因
幡
堂
を

訪
ね
る
と…

︒

撮影 瀬野雅樹

能
﹁
国
栖
﹂
く
ず

都
を
追
わ
れ
吉
野
へ
落
ち
の
び
た
天
武
天
皇
は
川

舟
を
操
る
老
夫
婦
の
家
で
休
息
を
と
る
︒
夫
婦
は

帝
を
国
栖
魚
で
も
て
な
す
が
︑
帝
が
食
べ
残
し
た

魚
を
川
に
放
つ
と
生
き
返
る
と
い
う
奇
特
が
起

き
︑
こ
れ
は
天
皇
が
都
へ
還
幸
す
る
吉
兆
と
喜
ぶ

と
こ
ろ
に
追
っ
手
が
迫
る
︒
し
か
し
夫
婦
の
機
転

に
よ
っ
て
天
皇
を
舟
に
隠
し
︑
追
っ
手
を
追
い
返

す
と
︑
そ
の
夜
︑
天
女
が
天
降
っ
て
舞
を
舞
い
︑

蔵
王
権
現
も
出
現
し
て
天
武
の
御
代
を
言
祝
ぐ
︒

「日本全国 能楽キャラバン！」 とは 「こころ弾む、 能楽体験」 をコンセプトに、 全国 20 地域・35 会場・71公演と
いうかつてない規模で開催される能楽の祭典です。 今回、 能楽発祥の地・大和 （奈良県） では特別公演を開催。
約700 年続く能楽は、南北朝時代の「大和猿楽」の流れを汲みます。 能楽の故郷で味わう歴史と文化溢れる能楽の世界。
新型コロナウイルス感染症の終息を願い、 この世界に誇る 「能楽」 を未来に伝える公演を開催いたします。

講
演　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

利
典

総
本
山
金
峯
山
寺 

長
臈

能
楽
国
栖
に
描
か
れ
た
権
現
様
出
現
の
背
景
と
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て

「
壬
申
の
乱
前
夜
の
役
行
者
」

田
中
利
典
︵
た
な
か
・
り
て
ん
︶

一
九
五
五
年 

京
都
府
生
。
二
〇
〇
一
年
金
峯
山
修
験
本
宗
宗
務
総
長
及
び
金

峯
山
寺
執
行
長
に
就
任
。
二
〇
〇
四
年
に
認
定
さ
れ
た
世
界
遺
産
「
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
の
登
録
推
進
に
活
躍
。
二
〇
一
五
年
宗
務
総
長
退
任
。

現
在
、
宗
教
法
人
林
南
院
住
職
、
金
峯
山
寺
長
臈
、
種
智
院
大
学
客
員
教
授
、

半
僧
半
Ｘ
研
究
所
所
長
な
ど
。
著
書
に
『
体
を
使
っ
て
心
を
お
さ
め
る
ー
修

験
道
入
門
』（
集
英
社
新
書
）
、『
よ
く
生
き
、
よ
く
死
ぬ
た
め
の
仏
教
入
門
』(
扶

桑
社
新
書)

な
ど
多
数
。

野
村
又
三
郎
︵
の
む
ら
・
ま
た
さ
ぶ
ろ
う
︶
　

狂
言
方
和
泉
流
。
一
九
七
一
年
生
。
故
十
三
世
野
村
又
三
郎
の
嫡
男
。
父
に

師
事
。
一
九
七
六
年
、
狂
言
「
靭
猿
」
に
て
初
舞
台
。
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者
（
総
合
認
定
）
。
公
益
社
団
法
人
能
楽
協
会
理
事
。
名
古
屋
文
化
短
期

大
学
非
常
勤
講
師
。
一
九
九
七
年
松
尾
芸
能
賞
新
人
賞
、
二
〇
〇
四
年
芸
術

創
造
賞
、
二
〇
〇
九
年
名
古
屋
市
芸
術
奨
励
賞
、
二
〇
一
四
年
愛
知
県
芸
術

文
化
選
奨
文
化
賞
受
賞
。

（
終
演
予
定　

16
時
30
分
）

（
終
演
予
定　

16
時
30
分
）

金
剛
龍
謹
︵
こ
ん
ご
う
・
た
つ
の
り
︶
　

シ
テ
方
金
剛
流
。
一
九
八
八
年
生
。
二
十
六
世
宗
家
金
剛
永
謹
の
長
男
。

故
二
十
五
世
宗
家
金
剛
巖
、
及
び
父
に
師
事
。
一
九
九
三
年
、
仕
舞｢

猩
々｣

に
て
初
舞
台
。
公
益
財
団
法
人
金
剛
能
楽
堂
財
団
理
事
。
京
都
市
立
芸

術
大
学
非
常
勤
講
師
。

千
田
　
稔
︵
せ
ん
だ
・
み
の
る
︶

一
九
四
二
年 

奈
良
県
生
。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
を
経

て
追
手
門
学
院
大
学
助
教
授
、
奈
良
女
子
大
学
教
授
を
経
て
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
。
現
在
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
、

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
館
長
。
博
士
（
文
学
・
京
都
大
学
）
。
濱
田
青
陵
賞
、

日
本
地
理
学
会
優
秀
賞
、
奈
良
新
聞
文
化
賞
、
古
事
記
出
版
大
賞
。〔
近
著
〕『
飛

鳥
の
覇
者
』（
文
英
堂
）、『
こ
ま
や
か
な
文
明
・
日
本
』（
Ｎ
Ｎ
Ｔ
出
版
）
な
ど
多
数
。

大
和
舞

櫻
間
右
陣
︵
さ
く
ら
ま
・
う
じ
ん
︶
　

シ
テ
方
金
春
流
。
一
九
六
一
年
生
。
故
櫻
間
道
雄
、
故
櫻
間
金
太
郎
に
師
事
。

一
九
六
六
年
、
能
「
鞍
馬
天
狗
」
に
て
初
舞
台
。
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
総

合
認
定
）
。

高
林
白
牛
口
二
︵
た
か
ば
や
し
・
こ
う
じ
︶
　

シ
テ
方
喜
多
流
。
一
九
三
五
年
生
。
故
高
林
吟
二
の
次
男
。
父
に
師
事
。

一
九
三
八
年
、
能
「
飛
鳥
川
」
子
方
に
て
初
舞
台
。
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
（
総
合
認
定
）
。
公
益
社
団
法
人
能
楽
協
会
大
阪
支
部
副
支
部
長
、
一
般

社
団
法
人
日
本
能
楽
会
理
事
、
喜
多
流
職
分
会
理
事
。
一
九
九
八
年
大
阪
府

知
事
表
彰
、
二
〇
一
八
年
第
二
十
八
回
催
花
賞
、
二
〇
一
九
年
度
京
都
市
文

化
芸
術
振
興
賞
受
賞
。

茂
山
忠
三
郎
︵
し
げ
や
ま
・
ち
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う
︶
　

狂
言
方
大
蔵
流
。
一
九
八
二
年
生
。
故
四
世
茂
山
忠
三
郎
の
長
男
。
父
に
師
事
。

一
九
八
六
年
、
狂
言
「
伊
呂
波
」
に
て
初
舞
台
。
一
般
社
団
法
人
忠
三
郎
狂
言

会
代
表
理
事
、
京
都
橘
大
学
客
員
教
授
、
京
都
芸
術
大
学
講
師
。
二
〇
〇
九

年
度
文
化
庁
文
化
交
流
使
。
二
〇
一
三
年
文
化
庁
芸
術
祭
新
人
賞
、
二
〇
一
六

年
京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
、
二
〇
一
九
年
京
都
市
芸
術
新
人
賞
受
賞
。

辰
巳
満
次
郎
︵
た
つ
み
・
ま
ん
じ
ろ
う
︶
　

シ
テ
方
宝
生
流
。
一
九
五
九
年
生
。
故
辰
巳
孝
の
次
男
。
故
十
八
世
宗
家
宝

生
英
雄
、
及
び
父
に
師
事
。
一
九
六
四
年
、
能｢

国
栖｣

に
て
初
舞
台
。
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
（
総
合
認
定
）
。
公
益
社
団
法
人
宝
生
会
理
事
、
公
益

財
団
法
人
友
愛
会
副
理
事
長
、
学
校
法
人
羽
衣
国
際
大
学
学
術
文
化
顧
問
、

一
般
社
団
法
人
日
本
芸
術
文
化
戦
略
機
構
理
事
長
。

ア
ド　

野
村　

信
朗

ア
ド　

野
口　

隆
行

撮影 吉越 研

三
　
山　
　

ワ
キ　

原　
　
　

大　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笛　

赤
井　

啓
三

ツ
レ　

宇
髙　

竜
成

　

シ
テ　

 

金
剛　

龍
謹

大
鼓　

河
村　
　

大

小
鼓　

曽
和　

鼓
堂

　
　
　

 

田　

幸
稔

後
見　

金
剛　

永
謹

　
　
　

 

豊
嶋　

幸
洋

地
謡

惣
明　

貞
助　

今
井　

克
紀

宇
髙　

徳
成　

種
田　

道
一

豊
嶋　

晃
嗣　

今
井　

清
隆

山
田　

伊
純　

田　

泰
能

能
︵
金
剛
流
︶

ア
イ　

茂
山
千
五
郎

ワ
キ
ツ
レ　

有
松　

遼
一

ワ
キ
ツ
レ　

原　
　
　

陸

国
　
栖　
　

ワ
キ　

福
王　

知
登　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ツ
レ　

石
黒　

実
都

　

ツ
レ　

辰
巳　

孝
弥

　

子
方　

辰
巳
紫
央
莉

シ
テ　

辰
已
満
次
郎

大
鼓　

大
村　

滋
二　
　

太
鼓　

井
上　

敬
介

小
鼓　

成
田　

達
志　
　

笛　
　

竹
市　
　

学

後
見　

地
謡

渡
　

珪
助　

小
倉
伸
二
郎

木
谷　

哲
也　

山
内　

崇
生

辰
巳　

和
磨　

和
久
荘
太
郎

能
︵
宝
生
流
︶

ア
イ　

小
笠
原
由
祠

ア
イ　

野
村
又
三
郎

ワ
キ
ツ
レ　

是
川　

正
彦

ワ
キ
ツ
レ　

喜
多　

雅
人

内
藤　

飛
能

辰
已
大
二
郎

休
憩

休
憩

“旅”をキーワードに、能楽の魅力を「四季」「自然」「歴史」

などの角度からお届けする特設サイト

夏：佐渡・大膳神社

秋：吉野・金峯山寺蔵王堂

冬：平泉・中尊寺 白山神社

「能楽を旅する ‒ Journey through Nohgaku ‒」～日本の魅力再発見～


